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階差数列型漸化式の解法を学ぶ

α″+1=αη+/(η ) ただし∫(2)は ηの式

珍注 くれぐれも, Type ①  αη+1=αη t■ (Cは定数)型 と間違わないこと 例えば ,

Q=1,α η+1=απ+2
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Q==1, αη+1==απ+2π
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Ok

では,αη+1=%+/(κ)型の漸化式はどのように
実は, この型の漸化式の解き方はすでに学習済みで

一 数列{αη}は 等差数列ではない
よって,等差数列の公式は使えない くれぐれも
「公差 2π の等差数列」などと妄想してはいけない

して解くのでしょうか
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念のため,階差数列の考え方を復習しておこう

数列 {αη}の階差数列とは,数列 {αη}の各項の差を順番に並べた数列のことで,初項αlに差を足しあわ

せる (積み上げていく)こ とで,一般項αηを求めようとするものです

{αη}:αl,   α2, α″_1,   α″

bπ ― απ+1-αη

{ι″}:

α3,

つまり,αηは初項 αl
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うたの部分で,式としてη=1を代入することができないので,こ の式はπ≧2で成立します しη=1の場合は別に検証する必要があります 、
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{ακ}の階差数列の一般項が/(η)であることを意味し
階差数列の手法を用いて,απを求めることができる.
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具体例でみていくことにしよう
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(1)αη+1-α″=4″

列の一般項が 4π なので ,

αη=αl+Σ 4た
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より,数列{απ}の階差数

π≧2の とき,
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lよ=ι｀ より, まずは, この式を見て「階差数列Tjだ」と気
づくことがポイント

気づけば,2π +1が階差数列の一般項だから,階
差数列の公式に当てはめればよいのです

①  αη+1-απ=2π +1よ り,数列{αη)の階
差数列の一般項が2π +1なので,π ≧2のとき,
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① lこ おいて π=1と すると,0=午 =1と
なり,αl=1に 一致する

よって,① はπ≧ 1で成立する

∴ %=70≧ D

(2)αη+1-%=″ 十πより,
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αl=3-÷

よって,① はπ≧1で成立する

∴ α″=3-券 (π ≧1)

①においてπ=1とすると,
なり,αl=2に 一致する
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基 本 的 な漸 化 式 の解 き方 は ,こ れ まで の

Type(D ～ Type(D で終わりです
ここから先の Typeは ,見た目は怪しいですが少

し工夫すれば, Type ① ～ Type ④ のいず
れかの Typeに 変形できるものばかりです した
がって,「漸化式の解法」というよりも「おなじみ

の型に変形するための方法」を学んでいくことが目

標となります


